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○商工会議所会員向け保険制度のご案内
○BCP短期策定ワークショップのご案内
○「これからの働き方とキャリア」講座
○商工いきいき特別保証
○経営者のためのM&Aと事業承継セミナー

○LoRaWANによるIoT実証実験開始のご案内
　（ネクスト・フィールド㈱）
○プレミアムTOCHIGIウエディング・竜小太郎一座特別公演
　（㈱ホテル東日本宇都宮）
○ブライダル事業ビジネスパートナー&代理店募集
　（㈱アルフォサポート）
○助成金セミナーのご案内
　（あいおいニッセイ同和損害保険㈱栃木支店）

14 商工会議所共済制度
メンバーズパーク

18 商工会議所カレンダー
19 ふるさと歴史民俗散歩

21 新商品・新サービス 合同プレス発表会
22 商工会議所の活用レシピ

20 社是・社訓は企業の原点

23 インフォメーション

8 商工会議所かわら版

16ＣＳＲ活動と、
11年目を迎えた
「宇都宮まちづくり
貢献企業認証制度」

ＣＳＲ活動と、
11年目を迎えた
「宇都宮まちづくり
貢献企業認証制度」

特 集 2

当たり前のことを継続することが大切

企業の社会的責任66

「宇都宮餃子祭り in ＹＯＫＯＨＡＭＡ」に当所も出店

赤レンガ倉庫を
宇都宮餃子ファンが埋め尽くした３日間!!
赤レンガ倉庫を
宇都宮餃子ファンが埋め尽くした３日間!!

2 特 集 宇都宮餃子とＤＣ事業1
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Y o k o h a m a !

　4月20日（金）から22日（日）
にかけて、宇都宮餃子のイベント

「宇都宮餃子祭り in ＹＯＫＯＨ
ＡＭＡ」（主催 下野新聞社）が横
浜赤レンガ倉庫イベント広場

（神奈川県横浜市）で開催されま
した。今年で５回目となる同イベ
ントに、今年は当所も協賛ブー
スに出店し、餃子だけではない
宇都宮の「食」のアピールを
行ってきました。大好評だった３
日間の様子をレポートします。

宇
都
宮
の
魅
力
を
、

多
く
の
人
に
届
け
た
い

　

４
月
〜
６
月
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
D
C
）
に
つ
い
て
は
、
会
員
企
業
の
皆

さ
ま
も
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
本

物
の
出
会
い　

栃
木
」を
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

Ｊ
Ｒ
各
社
が
全
力
で
栃
木
県
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
。

栃
木
県
内
各
自
治
体
や
企
業
、
団
体
も
そ
れ

に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

い
、
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
む
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。
宇
都
宮
商
工
会
議
所
で
も
D
C
を

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
って
い
ま
す
。

　

今
年
５
回
目
と
な
る
「
宇
都
宮
餃
子
祭
り

in 

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
は
、
今
回
「『
本
物

の
出
会
い　

栃
木
』
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
題
し
、
D
C
の
一
環
に
位
置
付

け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
所
で

は
同
イ
ベ
ン
ト
会
場
内
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、「
宇

都
宮
雷
都
物
語
」
の
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら

厳
選
し
た
商
品
を
中
心
に
、
宇
都
宮
の
魅
力

を
伝
え
る
銘
菓
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

◎
栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
（
御
菓
子
司 

桝
金
）

◎
う
つ
の
み
や
い
ち
ご
（
御
菓
子
司 

桝
金
）

◎
黒
糖
ご
ま
サ
ブ
レ
（
㈱
雅
洞
）

◎
か
る
め
焼
き
（
㈱
大
橋
製
菓
）

◎
柿
の
種
（
マ
ル
ウ
製
菓
㈱
）

◎
雷
様
の
お
や
つ
レ
モ
ン
（
㈱
髙
林
堂
）

◎
チ
ャ
ッ
ト
（
㈱
う
さ
ぎ
や
商
店
）

◎
か
り
ま
ん
ラ
ス
ク
（
㈱
髙
林
堂
）

◎
餃
子
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

◎
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
バ
ッ
ク

　

当
所
は
、
D
C
関
係
事
業
で
次
の

よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

•

Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
市
内
観
光
入
込
客

数
増
加

•

宇
都
宮
市
Ｄ
Ｃ
推
進
委
員
会
と
の

連
携

•

当
所
青
年
部
、
女
性
部
と
の
連
携

•

宇
都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協
議

会
や
宇
都
宮
餃
子
会
と
の
連
携

•

映
画
『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』
製
作

委
員
会
と
の
連
携

　

今
回
の
「
宇
都
宮
餃
子
祭
り 

in 

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
への
出
店
も
、
こ

れ
ら
の
目
標
の
達
成
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
宇
都
宮
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
っ
て
、
観
光
入
込
客
数
増
加
に

結
び
つ
け
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
り
ま
し
た
。

　

販
売
は
当
所
職
員
と
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が
担

当
し
ま
し
た
。
3
日
間
で
15
万
人
以
上
が
来

場
し
た
人
気
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
、
当
所
の
ブ
ー

ス
に
も
お
客
様
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　

販
売
を
担
当
し
た
当
所
地
域
振
興
部
の
職
員

は
「
宇
都
宮
市
に
は
餃
子
以
外
に
も
す
ば
ら
し

い
名
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
宇
都
宮
の
多

彩
な
『
味
』
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
訪
問
す
る

き
っ
か
け
に
な
って
い
た
だ
け
た
ら
、
こ
ん
な
に
う

れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
餃
子
の
名
店
を
中
心
に

30
ブ
ー
ス
が
出
店

　
「
宇
都
宮
餃
子
祭
り 

in 

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ

　
　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を

　
　
宇
都
宮
餃
子
フ
ァ
ン
が

埋
め
尽
く
し
た
３
日
間
!!

「
宇
都
宮
餃
子
祭
り 

in 

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」に
当
所
も
出
店

01特集

宇都宮餃子と
ＤＣ事業

写真上／フォーリンデブはっしーさんや田村侑久さん
も参加したオープニング　
写真下／宇都宮餃子ファンが赤㆑ンガ倉庫イベント
広場に大集合 ！

写真上／初日の準備風景（宇都宮商工会議所ブース）
写真下／雷都物語など宇都宮ならではの土産をラインナップ

お気に入りの餃子店ブースに並ぶ人たち

食券制なので、購入もスムーズ

会場入り口の食券売場は、開場前から長蛇の列

雷
都
物
語
商
品

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部
関
連
商
品

宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
商
品
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Ａ
」
は
、
宇
都
宮
餃
子
会
の
加
盟
店

が
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
イ
ベ
ン
ト
広

場
に
集
結
、
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
今
回
は
餃
子
ブ
ー
ス
16

店
な
ど
合
計
30
ブ
ー
ス
が
広
い
会
場

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
は
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
か
ら
、

ふ
だ
ん
で
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
今
回
は
、
宇

都
宮
餃
子
と
い
う
全
国
区
の
知
名
度

が
あ
る
「
食
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
か

ら
、
会
期
中
を
通
じ
て
１
日
中
人
が

切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

宇
都
宮
餃
子
会
か
ら
の
出
店
は
、

次
の
通
り
で
し
た
。

青
源
／
味
一
番
／
宇
都
宮
餃
子
館
／

宇
都
宮
み
ん
み
ん
／
餃
子
会
館
／
幸

楽
／
香
蘭
／
さ
つ
き
／
高
橋
餃
子

店
／
桃
泉
楼
／
豚
嘻
嘻
／
飯
城
園
／

め
ん
め
ん
／
雄
都
水
産
／
龍
門
／
マ

ル
シ
ン
フ
ー
ズ
（
メ
ー
カ
ー
出
店
）

　

今
回
は
さ
ら
に
Ｍ
Ｌ
Ａ
豪
州
食

肉
家
畜
生
産
者
事
業
団
が
協
賛

出
店
、
オ
ー
ジ
ー
ラ
ム
を
使
っ
た

餃
子
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

開
催
時
間
は
、
初
日
の
20
日

（
金
）
が
午
後
３
時
か
ら
９
時
、

21
日
（
土
）
が
午
前
10
時
か
ら
午

後
９
時
、
最
終
日
の
22
日
（
日
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

で
し
た
。
夜
遅
く
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
た
た
め
、
宇
都
宮
の
餃
子
祭

り
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
が
あ
り

ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
会
場
入
り
口
で
チ

ケ
ッ
ト
（
食
券
）
を
購
入
し
、
餃

子
や
ビ
ー
ル
な
ど
は
そ
れ
を
使
用

す
る
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト

綴
り
に
は
抽
選
補
助
券
も
つ
い
て

い
て
、
３
枚
集
め
る
と
１
回
抽
選

す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

餃
子
を
お
腹
いっ
ぱ
い
食
べ
た
後
に

抽
選
コ
ー
ナ
ー
に
並
ぶ
人
の
長
蛇
の
列
も
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
な
ら
で
は
。
親
子
で
楽
し
そ
う
に
話
し

な
が
ら
抽
選
す
る
姿
が
め
だ
ち
ま
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
映
画
『
キ
ス
で

き
る
餃
子
』
に
出
演
し
た
田
村
侑
久
さ
ん
も
登

場
し
て
イ
ベ
ン
ト
開
始
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
他
に
「
宇
都

宮
餃
子
祭
り 
in　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
応
援

団
長
フ
ォ
ー
リ
ン
デ
ブ
は
っ
し
ー
さ
ん
や
、
餃
子
評

論
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
声
優
の
橘
田
い
ず
み

さ
ん
、「
宇
都
宮
餃
子
会
」
鈴
木
章
弘
理
事
兼

事
務
局
長
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
三
日
間
に

わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

映
画
『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』は
６
月
22
日（
金
）

全
国
公
開
が
決
定
し
て
お
り
、
会
場
で
も
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
、

人
気
タ
レ
ン
ト
の
主
演
す
る
映
画
と
あ
っ
て
、
皆

さ
ん
興
味
津
々
。
映
画
に
期
待
す
る
声
も
、
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
見
な
が
ら

餃
子
を
満
喫

　

会
場
を
訪
れ
た
人
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

　

食
券
を
購
入
し
て
会
場
に
入
っ
て
き
た
ば
か
り

の
親
子
連
れ
は
「
横
浜
に
住
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
餃
子
祭
り
は
今
回
が
初
め

て
。
ど
の
店
か
ら
並
ぼ
う
か
と
悩
ん
で

い
ま
す
」
と
に
こ
に
こ
。

　

ま
た
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
３
組
の

ママ
友
グ
ル
ー
プ
は
「
今
回
が
３
回
目
で

す
。
今
年
は
３
日
間
制
覇
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
幼

稚
園
生
と
い
う
女
の
子
に
「
餃
子
、
好

き
？
」
と
た
ず
ね
る
と
、元
気
よ
く
「
大

好
き
！
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
だ
け
に
、
餃
子
祭
り
と
知
ら
ず
に
訪

れ
て
、
匂
い
に
誘
わ
れ
て
食
券
売
場
に

並
ん
だ
人
も
、
多
く
い
ま
し
た
。

　

１
人
で
来
て
い
る
人
か
ら
大
人
数
で

手
分
け
し
て
並
ん
で
い
る
人
な
ど
、
年

齢
も
人
数
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
一
堂
に

会
し
て
い
る
様
子
は
、
ま
さ
に
壮
観
。
そ
し
て
誰

も
が
楽
し
そ
う
、
お
い
し
そ
う
な
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

宇
都
宮
餃
子
会
の
鈴
木
章
弘
事
務
局
長
は

「
Ｄ
Ｃ
に
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ル
宇
都
宮
で
盛
り
上

げ
た
い
！ 

と
願
っ
て
準
備
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
が
、
予
想
以
上
の
人
出
に
大
変
う
れ
し
く
、

苦
労
が
報
わ
れ
た
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。
映

画
『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』
も
6
月
22
日（
金
）

か
ら
全
国
公
開
と
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
と
映
画
で
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
し
て
、
よ
り
大
き
な

ジ
ャ
ン
プ
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
！
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　

歴
史
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、
そ

し
て
港
を
臨
む
地
で
、
宇
都
宮
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
た
３
日
間
。
今
回
の
成
功
が
、
新
し
い

宇
都
宮
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
宇
都
宮
を

訪
れ
る
観
光
客
数
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

  映画『キスできる餃子』
いよいよ公開間近！

　宇都宮市を舞台に、宇都宮餃子＋ラブコメディー
映画『キスできる餃子』が、いよいよ６月22日（金）
に全国公開されます。主演は今大人気の女優・
足立梨花さんと、人気エンターテインメント集団「Ｂ
ＯＹＳ　ＡＮＤ　ＭＥＮ」の田村侑久さん。つぶれか
けた家業の餃子店を再興させようと奮闘する足立さ
んと、スランプ脱却をめざすプロゴルファー田村さ
んの恋愛模様を描きつつ、宇都宮の魅力もふんだ
んに織り込んだ作品です。
　監督の秦建日子さんは『アンフェア』シリーズで有
名な小説家であり、また数々の大ヒットドラマの脚
本も手がけてきた人。おもしろさの「ツボ」をしっかり
押さえた映画づくりに、期待がいよいよ高まります。
　６月15日（金）に栃木県先行公開、22日（金）は
いよいよ全国公開となる『キスできる餃子』。今回の
「宇都宮餃子祭り　in　ＹＯＫＯＨＡＭＡ」にもブー
スなどが設けられ、多くの人が訪れていました。ま
た会場内に記念写真コーナーも設置、訪れた人た
ちが次々に写真撮影をしていました。

01特集 宇都宮餃子とＤＣ事業

写真上下／宇都宮ならではの土産、雷都物語はとても好評

会場入り口近くに設置された宇都宮商工会議所ブースで、大勢の人が「宇都宮の味」を購入

期間中は晴天に恵まれ、15万9千人が来場

歴史と伝統の赤㆑ンガ倉庫は、市民の憩いの場

休む間もなく餃子を焼く出店者

写真上／会場内映画『キスできる餃子』ブース
写真下／楽しそうに記念撮影をする人が次 と々
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佐
賀
県・唐
津
商
工
会
議
所
の

宮島会頭が当所を表敬訪
問

　

当
所
も
参
加
し
て
い
る
宇
都
宮
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
協
議
会
の「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
認
証
制
度
」が
、11
年
目
を
迎
え
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
認
証
制
度
の
概
要
と
と
も
に
、認
証
企
業
の
パ
ス
キ
ン
工
業
㈱
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
、11
年
目
を
迎
え
た

「

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
認
証
制
度
」

当
た
り
前
の
こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切

02特集

02特集

企業の社会的責任

企業の社会的責任

企
業
が
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
の
重
要
性

　
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
と
は
「
企
業
の
社

会
的
責
任
（Corporate Social 

R
esponsibility

）」
の
略
称
で

す
。
企
業
に
は
、
事
業
活
動
を

通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
責
任

が
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
生
ま

れ
た
言
葉
で
す
。
利
益
追
求
だ

け
で
な
く
、
よ
り
良
い
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
社
会
の
一
員
で
あ

る
企
業
が
活
動
を
通
じ
て
貢
献

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
ら
な
い

企
業
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

企
業
活
動
に
は
社
会
的
責
任

が
と
も
な
う
と
い
う
考
え
方
は
、

日
本
で
は
１
９
７
０
年
代
に
は
す

で
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
と
い
う
略
称
と
と
も
に
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で

す
。
行
政
に
よ
る
支
援
も
大
き

な
力
と
な
って
き
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
肩
に
力

が
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に
「
当
社
の
規
模
で
は

無
理
」
と
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
り
し

が
ち
で
す
が
、「
こ
れ
を
や
ら
な
く
て
は
ダ
メ
」
と

い
う
決
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
力
に
応
じ
た
こ
と
を
少
し
ず
つ
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
成
20
年
に
当
所
な
ど
経
済
団
体
や
企
業
、

学
識
経
験
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
参
加
し
て
設

立
さ
れ
た
「
宇
都
宮
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
協
議
会
」

（https://w
w

w
.csr-utsunom

iya.net/

）
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
普
及
啓
発
や
取
り
組
み
企
業
へ
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。
特
に
重
要

な
事
業
に
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
認

証
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
同
協
議
会
公
式
サ
イ

ト
で
は
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、「
人
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」

「
環
境
づ
く
り
」
な
ど
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
活
動
を
宇
都
宮
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
重

要
な
仕
組
み
と
位
置
づ
け
、
活
動
に
取
り
組
む
企

業
を
、「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
」
と
し

て
認
証
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
動
を
支
援・

推
奨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
・
市
民
・
行
政
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
宇
都
宮
市
内
に
本
事
業
所

が
あ
り
、
１
年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
営
ん
で
い

て
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
企
業
で
す
か
ら
、

通
常
の
企
業
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
す
べ
て
当
て
は
ま
り

ま
す
。
認
証
に
は
書
類
選
考
や
現
地
調
査
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
審
査
自
体

は
厳
格
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
一
般
的
な
企
業
に
と

って
特
に
難
し
い
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
証
を
受
け
る
と
認
証
書
が
授
与
さ
れ
、
公

式
サ
イ
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
低
利
融

資
制
度
や
入
札
優
遇
制
度
な
ど
も
あ
り
、
企
業

活
動
に
と
って
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
認
証
制
度
は

制
度
ス
タ
ー
ト
か
ら
11
年
目
を
迎
え
、
平
成
30
年

度
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
（
コ
ラ
ム

参
照
）。
詳
細
は
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
に
説
明
や

申
請
書
式
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ア

ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
ふ
だ
ん
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、社
会
貢
献

活
動
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
」

　

平
成
27
年
度
に
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献

企
業
」
の
認
証
を
受
け
た
パ
ス
キ
ン
工
業
㈱
（
佐

藤
節
社
長
、
本
社
・
宇
都
宮
市
野
沢
町
）
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
の
製
造
販
売
事
業
と
、
土
木
設
計

や
測
量
、
地
質
調
査
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
な
ど

を
手
が
け
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

同
社
は
平
成
26
年
度
に
、栃
木
県
が
定
め
た「
エ

コ
キ
ー
パ
ー
事
業
所
認
定
制
度
」（
地
球
温
暖
化

対
策
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
企
業

の
認
定
制
度
）
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌

年
に
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
」
の
認

証
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
社
の
佐
藤
靖
専
務
は
「
環
境
問
題
や
地
域

貢
献
に
は
、
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。「
私
た
ち
は
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
に
関

わ
る
企
業
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
つ
ね
に
自

覚
を
持
って
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
は
、
大
き
く
５
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

① 

会
社
周
辺
の
清
掃
活
動（
毎
月
１
回
）

② 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収

③ 

地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛

④ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ

⑤ 

エ
コ
ス
ラ
グ
を
使
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

づ
く
り

　
「
こ
う
し
た
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業

の
申
請
を
出
す
前
か
ら
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
続
け
て
き
ま
し
た 

」

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
社
員
全
員
に
エ
コ
バッ
グ
を

配
布
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
環
境
面
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

新しくなった「宇都宮まちづくり
貢献企業認証制度」のポイント

　宇都宮ＣＳＲ推進協議会が制定している「宇都
宮まちづくり貢献企業認証制度」は、ＣＳＲ活動に
積極的に取り組み、まちづくりに貢献する企業を
認証する制度です。
　発足して10年、現在１４７社が認証を受けてい
ます。この認証企業数をさらに拡大し、宇都宮市
内の企業によるＣＳＲ活動の活性化をはかるため
に、宇都宮市は制度を改正し、平成30年度より
新規申請企業と更新申請企業を対象に適用する
ことになりました。
　既存の制度から変わった点を宇都宮ＣＳＲ推進
協議会事務局に取材しましたので、簡単にまとめ
てみました。

・手続きの簡素化
　新たに取り組んだり、現在の取り組みを継続さ
せたいと考えている企業が挑戦しやすくなりました。

・ＰＲの強化
　公式サイトのリニューアルなどを通じて認証企業
のイメージアップにこれまで以上に力をいれていま
す。また、これから取り組もうとする企業に向けて
の制度ＰＲにも力を注いでいます。

・企業認証内容の見直し
　認証のためには、定められた取組項目を満たす
ことが必要です。それぞれの項目には取組内容や
取組数が定められています。例えば「地元密着・
地域志向」の項目では「地元雇用」「地産地消」
などが取組内容として挙げられており、さらに企業
の従業員数によって「どんな取り組みをいくつ行っ
たか」によって点数がつけられます（表参照）。 　
今回の改正により、これまで定められていた必須
項目や一般項目に加えて、重点・協働関連項目
が加わりました。認証取得のためには、必須項
目に加えて一般と重点・協働関連から３項目以上
を満たす必要があり、そのうち最低１項目は重点・
協働関連から実施しなければなりません。
　このように書くと難しそうですが、実際には日常
業務の延長で実施できるものがほとんどです。ＣＳ
Ｒに取り組む意識を持っている企業であれば、す
でに行っている取り組みがほとんどでしょう。
　以上、主だった改正ポイントを挙げてみまし
た。詳しくは宇都宮ＣＳＲ推進協議会のウェブサイ
ト（https://www.csr-utsunomiya.net）に詳しく
掲載されていますので、アクセスしてみてください。

　
「
特
別
な
こ
と
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
謙
遜
す

る
佐
藤
専
務
。
確
か
に
、
前
途
の
⑤
以
外
の
活

動
は
多
く
の
企
業
も
実
践
し
て
い
る
も
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
同
社
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
こ
と
ば
が
一

般
化
す
る
前
か
ら
こ
う
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
「
持
続
す
る
意
志
」
が
、
何

よ
り
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
同
社
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
建
造

物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
診
断
し
、
疲
労
度
や
耐
久

年
数
を
調
べ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
一
環
で
あ
り
つつ
、
道
路
や
橋
、
ビ
ル
な

ど
の
土
木
・
建
築
が
現
代
社
会
を
支
え
る
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
診
断

事
業
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
貢
献
活

動
と
も
言
え
ま
す
。

　
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
の
認
証
取
得

で
、
社
会
か
ら
の
信
頼
度
も
高
ま
り
ま
し
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
だ
け
で
な
く
人
材
募
集
の
面
で
も
、
大
き

な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら
に
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
佐
藤
専
務

は
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

パスキン工業㈱ 佐藤靖専務取締役（右）と
同社のＣＳＲ活動の実務担当者である

総務部 福田知大係長（左）

社員全員にエコバックを配布

インターンシップ（基準点・現地測量体験）

項　目

宇都宮まちづくり貢献企業認証制度の企業認証内容

3点以上

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 1 2

1 1 2

1 1 2

6点以上 9点以上

人づくり（教育等）

魅力あるまちづくり 
(健康・福祉、文化、スポーツ等)

活力あるまちづくり
（経済・産業・観光等）

協働のまちづくり
（地域参画・防災・交通、国際等）

地元密着・地域志向 

雇用・労働

　環境 

消費者・顧客対応

企業規模別の基準点数 
[認証] 必須 ＋ 3項目以上（重点・協働関連から最低1項目を実施） ＋ 基準点数以上でクリア

必
須

一
般

重
点・協
働
関
連

必要な取組数(企業別)
小規模
～20人

中小
～300人

大規模
301人～

法令順守宣誓書 ＋ 完納証明コンプライアンス
計画・実施・評価・改善ＣＳＲ推進計画

学校への出前講座,親力向上等

文化の振興、スポーツ振興
福祉のまちづくり等

産業の振興、産学官連携、
おもてなし活動等

地域コミュニティ参画・支援、
安心のまちづくり等

地元雇用・地産地消等

高齢者・障がい者雇用環境等

ＩＳＯ取得、温暖化対策等

顧客対応体制、消費者教育等

主な取組内容（例示）

法令順守、市税完納等

ＣＳＲシステム等

問合せ

宇都宮ＣＳＲ推進協議会
事務局

（宇都宮市 商工振興課
商工振興グループ内）
☎028-632-2433

https://www.
csr-utsunomiya.net

認
証
企
業
紹
介    

パ
ス
キ
ン
工
業
㈱
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ＪＲ宇都宮駅にて、折り紙取り付けの作業を終えて、中央下は営業助役の饗場氏

第36回通常総会の様子

東武宇都宮駅に取り付けられた折り紙

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が

変
更
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

野村證券株式会社宇都宮支店
支店長

赤塚　茂氏
（平成 30年 4月 1日付）

野村證券株式会社宇都宮支店
支店長

小池　美源氏

東京ガス株式会社宇都宮支社
支社長

吉田　範行氏
（平成 30年 4月 1日付）

東京ガス株式会社宇都宮支社
支社長

堀内　忠氏

宇都宮ステーション開発株式会社
代表取締役社長

浅利　貴志氏
（平成 30年 3月 29日付）

宇都宮ステーション開発株式会社
代表取締役社長

石黒　陽一氏

株式会社パルコ宇都宮店
店　長

上野　一久氏
（平成 30年 3月 1日付）

株式会社パルコ宇都宮店
店　長

伊藤　智人氏

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

折
り
紙
で
駅
を
飾
り 

お
も
て
な
し

女
性
部
だ
よ
り

　

私
た
ち
女
性
部
は
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
大
型
観
光
企
画「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ

Ｃ
）」に
合
わ
せ
た
お
も
て
な
し
の
一

貫
と
し
て
、
折
り
紙
で
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
や
東
武
宇
都
宮
駅
を
装
飾
す
る
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

駅
を
華
や
か
に
す
る
こ
と
で
観
光

客
を
も
て
な
す
と
と
も
に
、
癒
し
の

効
果
を
生
み
だ
す
女
性
目
線
で
の
企

画
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
い
た
る
ま
で
に
、
２
月
に

小
山
商
工
会
議
所
女
性
会
副
会
長
の

鈴
木
こ
と
氏
を
講
師
に
招
き
、

ユ
リ
の
折
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
装
飾
は
、
色

と
り
ど
り
の
和
紙
で
折
っ
た
ユ

リ
を
紙
皿
に
ま
と
め
、
ブ
ー
ケ

の
よ
う
な
仕
上
が
り
で
す
。

　

こ
の
装
飾
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
中
に
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
構
内
の

ト
イ
レ
や
東
武
宇
都
宮
駅
の
特

設
看
板
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

両
駅
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、

私
た
ち
の「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
会
長　

福
田　

泰
子
）

第
３６
回
通
常
総
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

　

第
36
回
通
常
総
会
を
４
月
26
日

（
木
）、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画

(

案)

・
収
支
予
算(

案)

が
提
出
さ
れ
、

全
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は「From

 vision to 
reality 

～
自
分
を
語
れ
、
自
社
を
語

れ
、
宇
都
宮
を
語
れ
～
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、「
仲
間
を
創
る
」「
商
売
を

創
る
」「
宇
都
宮
を
創
る
」「
宇
都
宮

を
売
る
」の
運
営
方
針
の
も
と
、
５
委

員
会
で
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
２
０
２
２
年
の

国
体
開
催
で
栃
木
県
に
来
ら
れ
る
方

は
確
実
に
増
え
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
そ
れ
に

伴
う
街
づ
く
り
な
ど
は
、
日
本
各
地

か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
平
成
30
年
度
と
い

う
年
度
は
、
宇
都
宮
を
全
国
に
売
り

込
む
大
切
な
１
年
と
な
り
ま
す
。
当

青
年
部
と
し
て
も
自
分
の
夢
を
、
自

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
宇
都
宮
の
目
指

す
街
の
姿
を
内
外
に
強
く
数
多
く
発

信
し
て
い
く
事
業
を
強
力
に
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
常
総
会
後
に
は
、
同
会
場
で
懇

親
会
を
開
催
し
、
佐
藤
市
長
を
は
じ

め
関
口
会
頭
、
歴
代
会
長
ほ
か
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
臨
席
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員

長
に
、
本
年
度
の
熱
い
決
意
を
楽
し
く

語
っ
て
い
た
だ
き
、
盛
大
に
会
を
開
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
運
営
専
務　

福
田　

寛
幸
）

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-
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問合せ

ク
ー
ル
ビ
ズ

　

当
所
で
は
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で

の
６
カ
月
間
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
一
環
と
し
て
、
職
員
勤
務
時
の
服

装
を「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工

会
議
所
と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
提
携

２
社
の「
電
子
証
明
書
」を
購
入
す

る
際
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 電

子
証
明
書

当
所
の
会
員
事
業
所
は
提
携
会
社
発
行

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

会員確認用
クーポン券
発行依頼

◎電子証明書発行

◎電子証明書購入申込
　  会員確認用クーポン券・
　  会員判別書類を同封（                        ）

㈱帝国データバンク
セコムトラストシステムズ㈱

日商

電子証明書ユーザー（商工会議所会員）

取次
商工会議所

会員確認用
クーポン券
の発行

提
携



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









会員登録
情報の変更
について

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！

1011 May 2018

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
0
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
8
0
0
0
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安
価

に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

6
5
0
0
部
折
り
込
み
／
8
万
1
千

円（
会
員
価
格
）～
）で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
6
0
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
W
E
B
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
国（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度　

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.11％
（平成30年4月27日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

● 

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

● 

支
援
施
策
の
紹
介

● 

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

● 

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

● 

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に

よ
る
次
世
代
へ
の
経
営
資
源
の
ス

ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る
た
め
、

当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公

的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）
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問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
、
実
務
に
役
立
て
た

い
方
に
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】 

平
成
30
年
6
月
5
日（
火
）

～
10
月
5
日（
金
）

原
則
、
毎
週
火
・
金
曜
日
開
催（
都
合
に

よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

講
義
回
数 

全
34
回

【
会
場
】 

当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】 

栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】

１
２
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】50
人

【
受
講
資
格
】  

宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
方（
学
生
は
除
く
）

【
申
込
】  

所
定
の
申
込
書（
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
て
5
月
25
日（
金
）ま

で
に
、
直
接
当
所
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

３
級
簿
記
講
座

日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

経
営
支
援
部
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問合せ



有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607
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本
誌『
天
地
人
』の 

一 

部
記
事
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
毎
月
お
届
け
し

て
い
る
、会
報
「
天
地
人
」（
８
０
０
０

部
発
行
）
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
一
部

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま

す
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人
」
の
内
容
は
、

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
掲
載
し
て
い

る
「
巻
頭
特
集
」
や
、
歴
史
的
読

み
物
「
ふ
る
さ
と
歴
史
民
俗
散
歩
」、

そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い

る
「
社
是
・
社
訓
は
企
業
の
原
点
」

な
ど
、
本
誌
で
人
気
の
高
い
記
事

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
連
載
記

ま
す
。
毎
月
会
員
企
業
な
ど
に
確

実
に
届
く
媒
体
で
す
の
で
、
広
告

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
貴
社
の

事
業
や
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
「
天
地
人
」
に
は
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
情
報
を
読
者
に
お
伝
え
す
る

「
会
員
情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
掲
載
申
込
書
も
、
本
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
前

事
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
時
や
、
歴

史
的
な
も
の
を
調
べ
る
際
に
も
便
利

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲

載
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
す
の
で
、
会
報

掲
載
時
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧

が
可
能
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
印
刷
し
、
じ
っ
く
り
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
（
印
刷

サ
イ
ズ
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
性
能
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」「
記

事
型
広
告
」「
折
込
チ
ラ
シ
」
な
ど

の
広
告
等
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い

号
ま
で
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、最
新
号
の
会
報
「
天
地
人
」
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
e-

天
地
人
」

と
も
ど
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
情
報
提
供
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

総
務
部
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問合せ

◎会報「天地人」ホームページ

http: //www.u - t ench i j i n. com
（商工会議所ホームページのトップページからも見ることができます）

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	　　　			改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答			「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、	相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 6月12日　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 5月18日　午後１時３０分〜４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工
業

者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習

会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
議
室

の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

約
60
～
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
利
用
し

や
す
い
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部
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問合せ

会
議
室
の
貸
出　

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約60～70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

●予約については、３カ月以内とさせていただきます。
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（税込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

相談
無料



商工会議所共済制度
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問合せ ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

5月の
ふれあい共済等
口座振替日

5月22日（火）

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部
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〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所
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商
工
会
議
所
共
済
・
福
祉
制
度

　

当
所
で
は
、４
月
16
日（
月
）か

ら
６
月
29
日（
金
）に
か
け
て
、定
期

保
険（
団
体
型
）の
引
受
会
社
で
あ

る
ア
ク
サ
生
命
と
共
同
で
、ベ
ス
ト

ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ス
ト
ウ
ィ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制

度
は
、経
営
者
・
役
員
の
皆
様
の
保

障
や
退
職
金
準
備
金
ほ
か
、入
院
・

介
護
・
老
後
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま

な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も

の
で
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、制
度
の
内

容
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生

の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、当

所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
の
社
員
が

ご
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
が

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ
い
た
方

に
は
雷
都
物
語
ご
ま
サ
ブ
レ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、保
険
証
券
確
認
の
ご
相

談
い
た
だ
い
た
方
と
保
険
・
定
期
保

険（
団
体
型
）を
ご
成
約
い
た
だ
い
た

方
の
中
か
ら
、抽
選
で
50
名
に
映
画

「
キ
ス
で
き
る
餃
子
」（
６
月
15
日
栃

木
県
先
行
公
開
）の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ

ア
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
当
選
発

表
は
チ
ケ
ッ
ト
の
お
届
け
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

で
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

な
お
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

保
険
・
定
期
保
険（
団
体
型
）を
ご
成

約
い
た
だ
い
た
方
に
は
雷
都
物
語

い
ち
ご
ジ
ャ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

「
保
険
証
券
確
認
」を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
障
内
容

が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど
う

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

栃木いちごジャム

　宇都宮産の有精卵を使用
し、黒砂糖ベースに胡麻を
折りまぜ、自然の材料を生
かした芳しいサブレです。
　まろやかな甘みも加えて
お子さまにも安心して召し上
がっていただけます。

黒糖・ごまサブレ

　

事
業
者
は
、
自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

と
し
て
広
告
を
出
し
て
い
る
。
一

方
、
消
費
者
は
、
購
入
す
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
た
め
の

手
掛
か
り
と
し
て
広
告
を
見
る
。

そ
し
て
、
そ
の
広
告
が
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
れ
ば
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
購
入
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う

に
、
広
告
は
、
事
業
者
と
消
費
者

の
対
話
の
機
会
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
消
費
者
が
広
告
を

見
て
欲
し
い
と
思
っ
た
も
の
と
実

際
の
も
の
が
異
な
れ
ば
、
消
費
者

は
落
胆
し
て
不
満
を
感
じ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
苦
情
や
消
費
者
紛
争

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

　

２
０
０
９
年
７
月
に
消
費
者

庁
が
行
っ
た
調
査
で
は
、「
別
途

料
金
が
か
か
り
ま
す
」な
ど
、
追

加
料
金
や
制
約
条
件
が
あ
る「
打

ち
消
し
表
示
」は
、
消
費
者
に
気

付
か
れ
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
や
、

「
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま

す
」と
表
示
さ
れ
て
い
て
も
体
験

方
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
広

告
は
、
個
別
の
勧
誘
に
は
当
た
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
２
０
１
７
年
１
月
の
最
高
裁

判
決
で
、
不
特
定
多
数
の
人
に
向

け
ら
れ
た
広
告
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
が
消
費
者
の
意
思
決
定
に
直
接

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ

る
状
況
・
態
様
で
行
わ
れ
た
場
合

に
は
勧
誘
と
な
り
得
る
旨
が
示
さ

れ
た
。
広
告
が
勧
誘
で
あ
る
と
な

れ
ば
、
消
費
者
契
約
法
に
よ
り
取

り
消
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

消
費
者
紛
争
は
、
事
業
者
と
消

費
者
の
情
報
認
識
や
価
値
観
の
違

い
か
ら
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

事
業
者
は
、
広
告
の
作
成
や
チ
ェ
ッ

ク
の
際
に
、
消
費
者
の
〝
み
か

談
と
同
じ
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ

る
と
感
じ
る
人
が
多
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
者

に
と
っ
て
は
常
識
で
あ
る
こ
と
が
、

そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
知
識

が
不
十
分
な
消
費
者
に
と
っ
て
は

理
解
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
た
め
、
事
業
者
に
は
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
や
、
そ
の
広
告
を
見
る

消
費
者
の
特
性
や
価
値
観
へ
配
慮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

消
費
者
の
選
択
権
を
実
質
的
に

保
障
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
景
品
表
示
法
に
は
、
不
当

な
広
告
を
排
除
し
再
発
防
止
を
求

め
る
こ
と
や
、
不
当
な
広
告
で
事

業
者
が
得
た
利
益
を
吐
き
出
さ
せ

る
課
徴
金
制
度
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で

は
、
消
費
者
の
誤
認
を
引
き
起
こ

す
広
告
は
不
公
正
な
取
引
方
法
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
消
費
者
が
誤
解

を
招
く
表
示
を
見
て
契
約
し
た
場

合
に
は
契
約
を
撤
回
で
き
る
。
一

た
〟
、
例
え
ば
、「
自
分
が
購
入

す
る
際
に
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し

て
ほ
し
い
か
」を
十
分
に
考
慮
し
、

消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
、
消
費

者
と
事
業
者
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

「
消
費
者
と
事
業
者
の
信
頼
関
係
を
築
く
広
告
と
は
？
」

公
益
社
団
法
人
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

相
談
員
協
会（
通
称
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
） 

消
費
生
活
研
究
所
所
長

大阪府生まれ、消費生活アドバイ
ザー 12期。近畿大学農学部食品
栄養学科、慶應義塾大学法学部
法律学科卒業。ライオン株式会社
の研究開発本部および品質保証部
を経て、現在に至る。医薬品、食品、
医療分野の品質保証、食品安全に
関する研究とマネジメントシステム認
証審査業務に携わっている。

戸部  依子 ／ とべ・よりこ

戸
部　

依
子



〈所在地〉
宇都宮市平出町3651-3
☎028-662-9399
6028-664-3501
HP：http://tatami-kato.com

会員情報局

6,043

6,043 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,678宇都宮商工会議所管内の事業所数
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種　畳製造販売業 代表   加藤  正幸さん加藤畳店

犬
ふ
ぐ
り
に
も
花
言
葉
あ
り
は
あ
り

申
告
も
済
ん
で
一
気
に
腹
が
す
き

花
便
り
座
っ
ち
ゃ
お
れ
ぬ
ス
ニ
ー
カ
ー

焦
げ
鍋
へ
男
の
力
借
り
ら
れ
る

甲
子
園
親
子
二
代
の
砂
袋

子
離
れ
の
暇
カ
ル
チ
ャ
ー
に
誘
わ
れ
る

碁
将
棋
に
負
け
て
掴
ん
だ
廻
り
椅
子

真
相
に
な
る
と
記
憶
が
消
え
て
く
る

鶯
を
し
ば
し
楽
し
む
朝
の
耳

遅
ま
き
の
春
転
勤
も
余
裕
あ
り

柳
岡　

睦
子

渡
辺　

眞
佐

柏
村
久
美
子

伊
藤　

王
子

西
宮　
　

久

笹
田　

ス
ミ

石
田
武
三
郎

鈴
木　
　

茂

中
里　

三
郎

御
牧　

秀
世

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
紋
師
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
248
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
有
り
無
し
の
香
の
鼻
を
素
通
り
。

〈
評
〉
鰻
横
目
に
頼
む
天
丼
。

〈
評
〉
蜂
と
競
い
て
忙
し
き
春
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
や

水
や
電
気
な
ど
日
常
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
を
、

贈
り
物
だ
と
と
ら
え
る
と
人
生
は
一
変
す
る
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975 年熊本生まれ。東京理科大学を卒業
後ＮＴＴに就職、約３年後に書道家として
独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界
遺産「平泉」、世界一のスパコン「京」など
数々の題字を手がける。独自の世界観で全
国で個展を開催。作品集『たのしか』『絆』
など著書は 40 を超える。 書道教室には約
300 人の門下生が通う（2005 年新規募集締
め切り）。2013 年度、文化庁から文化交流
使に任命され、ベトナム～インドネシアに
て活動するなど、世界各国からさまざまな
オファーを受ける。
公式ブログ「書の力」  http://ameblo.jp/souun/
公式サイト　http://www.souun.net/
感謝 69　http://kansha69.com/

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
企画展「とちぎの技・匠」
6月17日（日）まで
　結城紬をはじめ、日光社寺文化保存会の「建造物漆塗」など、とちぎの
匠の技を紹介。5月27日（日）には、記念講演会「日光の建造物漆塗につ
いて」（講師／日光社寺文化財保存会漆塗管理者　佐藤則武氏）が行わ
れる（13：30〜15：00）。関連講座も多数。（同館パンフレットより）
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「サヴィニヤック	パリにかけたポスターの魔法」
6月17日（日）まで
　戦後フランスのグラフィック・デザインを代表するポスター作家、
レイモン・サヴィニャック（1907〜2002）の長い業績を、大判ポ
スター、原画、スケッチなどを通じて回顧する。（同館HPより）
一般=800円／大高生=600円／小・中学生=400円

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「国吉康雄と清水登之ふたつの雪」
6月17日（日）まで
　2人は1910年代から20年代にかけてニューヨークで頭角を現し、人間を
深くとらえた画業で高く評価された。本展では20世紀の歴史に翻弄されなが
ら、日米を舞台にそれぞれの道を歩んだ2人の画家を対比。（同館HPより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所	会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
F
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉	

こ
れ
に
よ
り
移
っ
た
新
し
い
職
場
環
境
に
も
慣
れ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か

1.
2.
3.
4.
5.
6.
10.
15.
17.
19.
21.
23.
25.

1.
5.
7.
8.
9.
11.
12.
13.
14.
16.
18.
20.
22.
24.
26.
27.

この季節、鹿沼で開催されるこれは今や全国的人気
日本刀の柄と刃の部分を分ける役目を果たす部品
歌舞伎やドラマなどで、ここ一番で観客の喝采を浴びるひとこと
動物の肝臓を英語では？　生で食べると中毒騒ぎになることも
英語で言うと「スクランブルエッグ」
この時節、東京浅草、神田あたりでは勇壮なこれを練り歩きでにぎやかです
今やすっかり下火に。理系の女子を指す「○○○○ブーム」
最近○○○だけで執り行う質素な葬儀も増えてきました
長さ１㎝の１０分の１は？
いよいよ世界の動向は一層○○○不良になりそうです
「あいつ薄着だと意外と太目だね。細おもてだから○○○するタイプかな」などと
この前久しぶりに登山したら○○がガクガク。大分足も衰えたみたい
「何か言いたいことがあったら、その○○言ってくれた方がありがたいね」などと

元々の意味は「梅雨の晴れ間」のこと。今はこの時期の快晴の時にこう呼ばれます。
「彼はいつもストレートに言わず、○○深長的な言いまわしで言いたがる」などと
現在民家の軒下等で子育ての真最中。子供が成長すると北方へ旅立って行く
イタリア料理にはかかせない熱帯アジア原産のハーブ
果汁を煮つめたり、ゼラチンを溶かして半固体にしたお菓子
残業に励んでいると非番の同僚が「これ腹の○○にでも」と差し入れしてくれた
「これらの果汁はいずれも○○○○無しの素材100％の純正品だ。どうぞ味見して！」
「あいつ昨夜は徹夜仕事かな。目の下に○○がハッキリ出てる」などと
どんな外からの打撃にも影響を受けない強い身体を持つ「○○○」の人
サギの仲間。シラサギ、アオサギ、○○サギなど
貯金するとついてくるもの。ほんのわずかですが…
この季節は年で一番過ごしやすい○○○ですね
「彼の今回の独断行動についてこの場で○○の決をとります」などと
「夏も近づく八十八夜〜」で始まる歌のタイトルは？
「○○○○」か「書き換え」か、国会は大揺れ
制裁網をかいくぐって北朝鮮は洋上の○○○で密かに物資を調達

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

ハ
タ
ラ
キ
カ
タ
カ
イ
カ
ク

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
し

　

上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
5
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
二
次
大
戦
以
前
に
日
本
で
行
わ
れ

て
い
た「
検
閲
」は
、
現
在
で
は
悪
名

高
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、

そ
の
検
閲
の
実
態
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
記

録
か
ら
た
ん
ね
ん
に
追
っ
た
も
の
で
す
。

読
み
進
む
と
、
権
力
側
が
や
み
く
も
に

圧
力
を
か
け
て
い
た
の
で
は
な
く
、
検

閲
さ
れ
る
側
も
あ
の
手
こ
の
手
で
網
の

目
を
す
り
抜
け
よ
う
と
す
る
攻
防
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。
時
代
が
下

る
と
文
章
だ
け
で
な
く
映
画
や
ラ
ジ
オ

も
厳
し
く
検
閲
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
当
初
は
内
務
省
の
管
轄
だ
っ
た
検

閲
で
す
が
、
や
が
て
軍
部
の
検
閲
も
始

ま
り
、
表
現
の
自
由
は
ど
ん
ど
ん
消
え

て
行
き
ま
す
。
検
閲
さ
れ
る
側
が
権
力

側
の
気
持
ち
や
考
え
を
読
ん
で
先
回
り

し
て
自
主
規
制
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
、

検
閲
と
い
う
制
度
。
現
代
を
顧
み
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

『
空
気
の
検
閲
』

辻
田 

真
佐
憲［
著
］

光
文
社
新
書

８
８
０
円
＋
税

「贈り物」

　

宇
都
宮
市
で
創
業
し
て
90

年
以
上
が
経
ち
、
現
在
は
三

代
目
の
店
主
に
な
り
地
域
密

着
型
で
の
営
業
を
し
て
い
ま

す
。

　

当
店
で
は
畳
の
新
畳
工
事

か
ら
表
替
工
事
、
縁
無
畳
の

施
工
や
置
き
畳
の
販
売
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
畳
表
は
イ

草
の
国
産
畳
表
か
ら
科
学
表

ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
畳
工
事
以
外
で
も
襖・

障
子
の
貼
り
替
え
や
カ
ー
テ

ン
工
事
な
ど
も
承
っ
て
い
ま

す
。

　

ご
注
文
の
際
に
は「
天
地

人
」を
見
た
と
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
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五
月
十
五
日（
火
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
田
舞
祭（
宇
都
宮
市
）

　

神
領
地
だ
っ
た
宇
都
宮
市
関
堀
町
堀
米
地

区
の
農
家
六
軒
が
、
世
襲
的
に
伝
承
し
て
き

た
田
楽
舞
。
演
じ
手
は
長
男
に
限
定
さ
れ
る
。

春
渡
祭
、
冬
渡
祭
の
際
も
奉
納
。
伝
統
と
格

式
が
感
じ
ら
れ
る
神
事
で
あ
る
。

五
月
十
七
日（
木
）～
十
八
日（
金
）　

日
光
東
照
宮
春
季
例
大
祭（
日
光
市
日
光
）

　

日
光
東
照
宮
の
数
あ
る
行
事
の
中
で
、
最

も
華
や
か
で
盛
大
な
の
が
十
八
日
に
行
わ
れ

る
百
物
揃
千
人
武
者
行
列
。
春
季
例
大
祭
の

中
心
と
な
る
も
の
で
、
秋
に
も
行
わ
れ
る
。

氏
子
た
ち
千
人
あ
ま
り
が
絢
爛
豪
華
な
衣
装

を
ま
と
い
、
二
荒
山
神
社
か
ら
御
旅
所
ま
で

練
り
歩
く
様
は
圧
巻
。
十
八
日
に
は
、
石
鳥

居
前
の
表
参
道
で
流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
る
他
、

御
旅
所
で
八
乙
女
の
舞
が
行
わ
れ
る
。

五
月
二
十
七
日（
日
）　

御
神
火
祭（
那
須
町
）

　

妖
狐「
九
尾
の
狐
伝
説
」に
ち
な
み
殺
生
石

を
舞
台
に
行
わ
れ
る
。
赤
々
と
大
松
明
が
灯

さ
れ
る
中
、
狐
に
扮
し
た
奏
者
に
よ
る
九
尾

太
鼓
の
演
奏
が
見
ど
こ
ろ
。
祭
り
の
参
加
者

や
観
客
に
は
、
狐
メ
イ
ク
が
施
さ
れ
る
。
ま

た
同
日
、
殺
生
石
付
近
で
教
伝
地
蔵
の
供
養

祭
と
千
体
地
蔵
の
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
る
。

六
月
二
日（
土
）～
三
日（
日
）　

平
家
大
祭（
日
光
市
湯
西
川
）

　

平
家
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
西
川
温
泉

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
武
者
行
列
。
平
安
時
代

の
装
束
を
着
け
た
女
人
列
が
そ
の
あ
と
に
続

く
。
二
日
は
前
夜
祭
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
顧
問  

柏
村  

祐
司

第19 回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20185月〜			 6月 皐月─水無月

（写真提供：宇都宮伝統文化連絡協議会
『うつのみやの伝統文化』より）

　

駒
生
町
の
湯ゆ

殿ど
の

山さ
ん

神
社
境
内
に

「
男
體
山　

嘉
永
五
年
壬
子
歳

十
二
月
𠮷
日
建
之　

東
荒
針
村
先

達
阿
部
久
右
衛
門　

駒
生
村
講
員

拾
一
人
」と
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
通
称「
男
体
山
碑
」と

称
す
る
石
碑
は
、
市
内
の
各
所
に

あ
る
。
駒
生
町
の
近
隣
に
つ
い
て
い

え
ば
下
荒
針
町
鹿
沼
街
道
沿
い
、

下
荒
針
町
阿
部
氏
の
屋
敷
内
、
鶴

田
町
高た

か

龗お

神
社
境
内
、
上
砥
上
星

宮
神
社
境
内
、
下
砥
上
砥
上
神

社
境
内
等
に
も
あ
る
。
男
体
山
碑

は
、
基
本
的
に
は
江
戸
時
代
の
村

単
位
に
組
織
さ
れ
た
男
体
山
登
拝

講（
男な

ん
た
い
こ
う

体
講
）に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
男
体
山
碑
の
多
く

は
、
享
保
の
頃（
一
七
一
六
〜
三
五
）

か
ら
江
戸
時
代
末
期
頃
に
建
立

さ
れ
た
。
当
時
い
か
に
男
体
山
登

拝
が
盛
ん
で
あ
っ
た
か
が
窺
い
知
れ

る
。

　

男
体
山
登
拝
は
、
古
く
は
男

体
禅
頂
と
呼
ば
れ
、
す
で
に
南
北

朝
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
。
男

体
山
頂
遺
跡
か
ら
徳
次
郎
の
伴
家

守
が
貞
治
三（
一
三
六
四
）年
卯
月

（
旧
暦
四
月
）十
八
日
に
十
三
度
目

の
男
体
禅
頂
を
果
た
し
た
金
銅
板

製
の
禅
頂
札
が
出
土
し
た
。
こ
の
よ

う
に
当
初
男
体
山
登
拝
は
、
個
人

で
行
い
、
ま
た
登
拝
の
日
も
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
江
戸
初
期

に
は
旧
暦
七
月
七
日
と
定
ま
り
、

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
享
保
の

頃
に
な
る
と
栃
木
県
内
各
地
に
男

体
講
が
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
頃

の
男
体
山
登
拝
の
様
子
を
紹

介
し
よ
う
。
登
拝
に
参
加
す

る
者
は
、
く
じ
引
き
で
選
ば
れ

た
者（
代
参
人
）お
よ
び
自
主

的
参
加
者
で
、
彼
ら
を
行
人

と
も
いっ
た
。

　

行
人
は
登
拝
に
際
し
、
三

日
な
い
し
五
日
間
、
行
屋
に
籠

り
精
進
潔
斎
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
間
、
白
装
束（
行
衣
）

に
着
替
え
、
飲
食
も
家
族
と
は
別

で
あ
る
。
男
体
山
へ
は
旧
暦
七
月 

一

日
頃
、
行
衣
に
わ
ら
じ
履
き
、
木

笠
を
被
り
金
剛
杖
を
突
き
出
立
す

る
。

　

と
こ
ろ
で
登
拝
に
際
し
て
は
、
先せ

ん

達だ
つ

と
称
す
る
案
内
・
指
導
者
を
必

要
と
し
た
。
経
験
深
い
行
人
が
な

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
専
門
の
先
達

に
依
頼
す
る
場
合
も
あ
る
。
先
の

石
碑
に
刻
ま
れ
た
東
荒
針
村
の
阿

部
久
右
衛
門
は
、
日
光
山
か
ら
免

許
を
受
け
た
先
達
で
あ
る
。
彼
は

自
宅
屋
敷
内
に
行
屋
を
構
え
る
ほ

ど
の
熱
心
な
先
達
で
あ
り
、
地
元

は
も
と
よ
り
駒
生
や
飯
田
等
近
隣

の
男
体
山
登
拝
の
先
達
を
務
め
た

者
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
中
禅
寺
で
は
さ
ら
に
行
屋

に
六
日
ま
で
籠
り
、
中

禅
寺
湖
で
禊み

そ

ぎ
を
行
い
、

七
日
早
朝
に
頂
上
を
目

指
す
。
頂
上
で
ご
来
光

を
拝
し
、
下
山
、
帰
途

に
つ
く
。
帰
村
後
、
行

衣
を
脱
い
で
平
常
人
に

戻
る
。
翌
日
、
行
屋
の

後
片
付
け
を
行
い
、
代
参
人
は
、

受
け
て
来
た
お
札
を
各
家
に
配
り

お
役
目
終
了
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
男
体
山
は
、
古
く

か
ら
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、
登
拝

が
行
わ
れ
た
が
、
登
拝
は
な
に
故

だ
っ
た
の
か
。
勝
道
上
人
は
、
男
体

山
の
頂
上
に
補ふ

陀だ

落ら
く

観か
ん
の
ん音
浄じ

ょ
う
ど土
が

あ
る
と
し
た
が
、
古
来
、
日
本
人

は
山
の
頂
に
は
あ
の
世（
死
後
の
世

界
）が
あ
る
と
信
じ
た
。
そ
し
て
生

き
な
が
ら
あ
の
世
に
行
く
こ
と
に
よ

り
、
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
期
待

し
た
も
の
で
あ
る
。
民
俗
学
で
は

そ
れ
を
擬
死
再
生
と
い
う
。
秀
麗

な
山
容
を
誇
る
男
体
山
は
、
擬
死

再
生
を
な
し
え
る
こ
と
の
で
き
る
山

と
さ
れ
た
。
医
学
の
未
発
達
な
時

代
な
れ
ば
こ
そ
、
男
体
山
登
拝
は

盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
近

年
、
男
体
山
登
拝
は
、
レ
ジ
ャ
ー
化

し
、
信
仰
登
山
は
薄
れ
た
。
老
化

防
止
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
出
回
る

世
の
中
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
苦
労
し
て

男
体
山
を
登
ら
な
く
て
も
よ
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

「〝
男
体
山
碑
〟は
、

　
　
　
男
体
山
登
拝
の
証
」

駒生町
湯殿山神社
境内の
男体山碑

白装束姿の
登拝者
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々
、
お
客
様
か
ら
『
本
業
は

何
で
し
ょ
う
？
』
と
聞
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
笑
っ
て

話
す
の
は
、
タ
チ
バ
ナ
商
事
㈱
の
徳
岡

浩
史
社
長
。
２
０
１
２
年
に
社
長
に

就
任
し
た
、
若
き
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　
「
父
が
１
９
７
５
年
に
創
業
し
、
私

が
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
経

営
理
念
も
新
し
く
し
ま
し
た
が
、
内

容
は
父
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
と
で
す
」

　

顧
客
、
社
員
、
地
域
社
会
に
奉
仕

す
る
精
神
を
、
わ
か
り
や
す
く
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

　
「
毎
朝
の
朝
礼
で
、
経
営
理
念
や

行
動
指
針
を
唱
和
し
て
い
ま
す
。

ま
た
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
全

体
会
議
で
も
毎
回
必
ず
唱
和
し
、

社
員
へ
の
浸
透
を
図
って
い
ま
す
」

　

ま
た
「
笑
顔
で
元
気
に
明
る
い

あ
い
さ
つ
、
雰
囲
気
づ
く
り
努
め
ま

す
」「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
前
向
き

に
」
な
ど
８
項
目
か
ら
な
る
行
動

指
針
も
、
徳
岡
社
長
の
代
に
な
っ
て

定
め
た
も
の
で
す
。

　

徳
岡
社
長
に
よ
れ
ば
、
行
動
指

針
は
「
社
員
全
員
参
加
で
話
し
合
っ

て
決
め
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
自

分
た
ち
が
決
め
た
指
針
だ
け
に
、

皆
が
自
分
の
も
の
と
し
て
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
毎

日
唱
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、
社
員

全
員
の
共
有
財
産
に
な
っ
て
い
る
と

言
って
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

同
社
で
は
、
企
業
理
念
と
行
動

指
針
を
印
刷
し
た
カ
ー
ド
を
作
り
、

社
員
全
員
が
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。

裏
面
に
は
「
タ
チ
バ
ナ
商
事
の
魅
力

を
活
か
す
た
め
に
!!
」
と
題
し
て
、

同
社
の
優
れ
た
面
を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
が
16
項
目
、
印
刷
さ
れ
て
い

ま
す
。
一つ
ひ
と
つ
は
企
業
人
と
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
も
、
す
べ
て
で
き
る
人
は

多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
社
員
が
自
分
の

弱
点
を
克
服
す
る
た
め
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、有
効
に
活
用
で
き
そ
う
で
す
。

　

同
社
は
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
て

お
客
様
に
パッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
を
提
案
す
る

「
ト
ー
タ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
」
に
よ
り
、

一
歩
進
ん
だ
顧
客
満
足
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
同
社
の
取
扱
商
品
の
幅
の
広
さ

は
、
顧
客
企
業
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
証

で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
私
ど
も
に
は
お
取
引
が
長
い
お
客
様

が
多
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ご
相
談

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
う
ち
に
、

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
ど
ん

ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
話
す
徳

岡
社
長
。「
わ
が
社
は
先
代
の
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
ま
す
。
マ
レ
ー

シ
ア
に
は
合
弁
企
業
も
あ
り
ま
す
。

少
し
で
も
良
い
も
の
を
、
少
し
で
も
安

く
ご
提
供
す
る
た
め
に
、
常
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
」

　

ま
た
同
社
で
は
、
３
年
ほ
ど
前
に

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
械
と
Ｕ
Ｖ
印
刷
機
を

導
入
し
、「
タ
チ
バ
ナ
工
房
」
と
し
て

ノ
ベ
ル
テ
ィ
な
ど
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

梱
包
資
材
商
社
だ
け
で
な
く
、
核
に

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
増
や
す
こ
と
で
、
将

来
の
生
き
残
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
「
現
在
考
え
て
い
る
の
は
、
包
装
資

材
の
他
に
ノ
ベ
ル
テ
ィ
製
造
販
売
と
防

災
関
連
（
カ
ン
パ
ン
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
）
商
品
販
売
で
、
会
社
の

３
本
柱
と
す
る
こ
と
で
す
。
行
政
や

企
業
、
団
体
な
ど
、
幅
広
い
顧
客
層

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
ま
す
」

３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
６
回
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」で

発
表
し
た
各
社
と
商
品
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
今
回
は
㈱
美
枠
と
㈲
ウ
ィ
ン

ダ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

宇都宮発、独自商品を世界に！

コインランドリーで
効果的なＰＲを

合同プレス発表会で発表する杉山社長

合同プレス発表会で発表する手塚社長

株式会社  美枠

有限会社 ウィンダム

「
も
と
も
と
は
、
自
分
が
不
便
を

感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
」

　

新
し
い
ス
ト
ー
ル
留「
美
わ
っ

ぱ
ー
」を
開
発
し
て
起
業
、
㈱
美

枠
を
経
営
す
る
杉
山
璃
花
子
さ
ん

が
、
笑
顔
で
開
発
秘
話
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

友
人
と
歌
舞
伎
を
観
に
行
っ
た

帰
り
、
使
っ
て
い
た
ス
ト
ー
ル
が

落
ち
そ
う
に
な
る
の
で
百
貨
店
で

求
め
よ
う
と
し
た
杉
山
さ
ん
は
、

手
頃
な
も
の
が
な
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
杉
山
さ
ん
が
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
作
家
と
し
て
粘
土
の
造
形
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
る
の
を
知
っ
て

い
た
友
人
か
ら「
あ
な
た
だ
っ
た

ら
作
れ
そ
う
」と
言
わ
れ
た
こ
と

が
、「
美
わ
っ
ぱ
ー
」の
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
く
つ
も
試
作
を
繰
り
返

し
、
よ
う
や
く
第
１
号
が
完

成
し
た
の
が
、
約
３
年
前
。

完
成
品
を
試
用
し
た
杉
山

さ
ん
は
、
自
分
で
作
っ
た
も

の
な
が
ら
便
利
さ
に
感
動
し

「
こ
れ
は
、
き
っ
と
特
許
が

取
れ
る
」と
直
感
し
た
そ
う

で
す
。
と
い
っ
て
も
特
許
の

こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
分
ら
な

い
の
で
、
知
人
の
ツ
テ
で
特

許
事
務
所
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、
そ
こ
で
事
務
員
と
し

て
働
き
な
が
ら
特
許
の
勉

　
「
中
小
企
業
や
商
店

は
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

費
用
や
手
段
な
ど
の

点
で
な
か
な
か
実
行

で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
方
々
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
、
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ

し
ま
し
た
」

　

そ
う
話
す
の
は
、

日
光
市
に
本
社
の
あ

る
㈲
ウ
ィ
ン
ダ
ム
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
手
塚

伸
光
さ
ん
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

の
設
備
や
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
水
発

生
装
置
の
製
造
販
売
な
ど
を
手
が

け
る
企
業
で
す
。

　

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
近
年
参

入
が
急
激
に
増
加
し
、
ユ
ー
ザ
ー

の
利
便
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
店
同
士
の
競
争
も
生

ま
れ
、
オ
ー
ナ
ー
は
自
分
の
店
を

い
か
に
差
別
化
す
る
か
に
腐
心
し

て
い
ま
す
。

　

㈲
ウ
ィ
ン
ダ
ム
は
、ラ
ン
ド
リ
ー

内
に
サ
イ
ネ
ー
ジ
用
モ
ニ
タ
ー

に
、
独
自
の
編
集
装
置
で
製
作
し

た
デ
ー
タ
を
U
S
B
メ
モ
リ
ー
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ラ
ン
ド
リ
ー

で
洗
濯
が
終
わ
る
の
を
待
つ
利
用

客
向
け
に
情
報
発
信
を
行
う「
ラ

ン
ド
マ
ー
シ
ャ
ル
事
業
」（
ラ
ン
ド

リ
ー
＋
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
シ
ャ
ル
）を

開
発
し
ま
し
た
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
と
い
う
空
間
を
広
告
媒
体
に

利
用
す
る
発
想
で
す
。

　
「
シ
ス
テ
ム
導
入
も
低
価
格
で
す

が
、
媒
体
利
用（
広
告
費
）も
低
く

強
を
し
つ
つ
、
さ
ら
に
商
品
開
発

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

約
2
年
半
前
に
無
事
特
許
を
取

得
、
㈱
美
枠
を
設
立
し
て
本
格
的

に
事
業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
や

販
売
を
お
こ
な
い
、少
し
ず
つ
フ
ァ

ン
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
取
り

扱
っ
て
く
れ
る
店
舗
も
徐
々
に
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
た
だ
置
い
て
も
ら
っ
て
も
な

か
な
か
売
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な
ど
し
て
、

で
き
る
だ
け
体
験
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
一
度
、
便
利
さ
を
実

感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
１
人

で
色
違
い
、
形
違
い
な
ど
何
種
類

も
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
」

　

こ
う
し
て
努
力
す
る
に
つ
れ

て
、
人
の
輪
も
大
き
く
、
強
く
な
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
杉
山
さ

ん
。「
多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

そ
の
厚
意
に
報
い
る
た
め
に
も
、

絶
対
に
事
業
を
成
功
さ
せ
な
く
て

は
、
と
決
心
し
て
い
ま
す
」

　

国
際
特
許
も
す
で
に
韓
国
で
取

得
、
海
外
で
の
販
売
も
視
野
に

入
っ
て
い
る
杉
山
さ
ん
。「
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
ま
だ
多
い
の
で
す

が
、
し
っ
か
り
ク
リ
ア
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
ベ

ン
チ
ャ
ー
精
神
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。

し
て
利
用
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
が
増
え
れ
ば
、オ
ー
ナ
ー

様
に
も
利
用
料
が
入
る
な
ど
、
金

銭
的
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
ま
す
」

　

こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ラ
ン

ド
マ
ー
シ
ャ
ル
事
業
は
、オ
ー
ナ
ー

様
の
評
判
も
上
々
で
、
ま
た
出
稿

を
希
望
す
る
企
業
に
も
手
応
え
が

あ
り
、
今
後
の
展
開
に
期
待
が
持

て
る
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
設
置
し
た
店
に
行
っ
て
み
る

と
、
今
の
方
々
は
ス
マ
ホ
で
ゲ
ー

ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
や
っ
て
い
る
方
が

多
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
い
う
方
々

に
向
け
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
の
広
告
を

増
や
す
な
ど
、
対
応
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
ラ
ン
ド
リ
ー
の
利
用

者
の
年
齢
層
は
幅
広
い
の
で
、
年

配
の
方
々
向
け
に
旅
行
ビ
デ
オ
、

宿
泊
情
報
も
流
す
よ
う
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
合
間
に
地
域
の
企

業
や
店
舗
情
報
を
織
り
交
ぜ
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信

が
で
き
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
再
構
築
し
て
い
ま
す
」

　

そ
の
他
に
も
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
も
盛

り
込
め
る
よ
う
に
開
発
を
進
め
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　

商
品
発
表
後
も
現
場
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
、

さ
ら
に
改
良
を
進
め
る
同
社
。
ま

さ
に「
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
こ
こ
に
あ

り
！
」で
す
。

株式会社 美枠

有限会社 ウィンダム

1080-6555-4737

15028-348-3551

宇都宮市大曽1-8-10-206

宇都宮オフィス／宇都宮市３番町1-4リブポート宇都宮311

㈱美枠　代表取締役　
杉山  璃花子さん

㈲ウィンダムＣＥＯ
手塚  伸光 さん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

｢
時

「

さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
、

  

心
を
こ
め
て
対
応
し
ま
す
」

　
梱
包
資
材
商
社
と
し
て
、
顧
客
か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
タ
チ
バ
ナ
商

事
㈱
。
時
代
に
合
わ
せ
て
変
わ
り
続
け
る
同
社
の「
今
」を
支
え
る
経
営
理
念
に
つ
い
て
、
徳

岡
浩
史
社
長
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

タチバナ商事㈱事務所

駒生町の本社社屋

『愛・感謝・心あるサービス』
１、社会の人々に
     『愛』される会社になります
２、お取引様、社員、社会に
     『感謝』される会社になります
３、社員全員がお取引様立場に立った
     『心あるサービス』を行います

経営理念

Information

タチバナ商事株式会社
代表取締役社長 徳岡  浩史
創業／1975年
所在地／〈本社〉 宇都宮市駒生町855-5　
☎ 028-624-3251
5 028-624-0012
http://tachibanacorp.co.jp

タチバナ商事株式会社
　代表取締役社長  徳岡 浩史さん

51回第
タチバナ商事
株式会社

　



キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　MITO

5月
May

MAEBASHI
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　今月の特集１は「宇都宮餃子祭りin横浜」
への当所出店を紹介しました。宇都宮市への
誘客につながるよう、宇都宮雷都物語を中心
に銘菓などを販売・ＰＲしました。開催期間
中は雲一つない快晴、時折吹くハマカゼも心
地よく、赤レンガ倉庫は大勢の人でにぎわっていました。
　今後も誌面等を通じて、地元企業の取り組みを積極的
にＰＲしていきたいと考えています。取材のお願いのと
きには、ぜひご協力よろしくお願いします。

商
工
会
議
所
の
活
用
レ
シ
ピ
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前
橋
で
は
緑
に
囲
ま

れ
た
敷
島
公
園
で「
春
の

ば
ら
園
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
期
間

中
は
バ
ラ
ガ
イ
ド
に
よ
る

園
内
案
内
の
ほ
か
、
バ
ラ

の
苗
木
や
草
花
の
販
売

等
が
行
わ
れ
、
夜
間
に
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

爽
や
か
な
こ
の
季
節
、

春
バ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ

る
優
雅
な
ひ
と
と
き
を

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

　

徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
水
戸

徳
川
家
13
代
徳
川
圀く
に
ゆ
き順
が
、
伝
来

の
大
名
道
具
や
古
文
書
類
を
寄
贈

し
て
設
立
し
た
公
益
財
団
法
人
徳

川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
博
物
館
と
し

て
開
館
し
ま
し
た
。

　

徳
川
家
康
の
遺
品
を
中
心
に
、

家
康
の
子
で
あ
る
初
代
頼
房
、
２

代
光
圀
ら
歴
代
当
主
や
、
そ
の
家

族
の
遺
愛
の
什
宝
約
３
万
点
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、『
大

日
本
史
』草
稿
本
や
、
そ
の
編
纂

の
た
め
に
全
国
か
ら
彰
考
館
に
集

め
ら
れ
た
古
文
書
類
約
３
万
点
か

ら
も
史
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
品
々
は
、
水
戸
家
伝
来

品
と
し
て
、
一
揃
い
と
な
っ
て

水
戸
の
地
に
存
続
し
続
け
る

と
こ
ろ
に
最
大
の
意
義
が
あ

り
ま
す
。「
水
戸
徳
川
家
」の

ま
と
ま
っ
た
史
料
が
み
ら
れ
る

唯
一
の
博
物
館
で
す
。

　

光
圀
所
用
の
印
籠
や
刀　

燭
台
切
光
忠
は
必
見
！

常
設
展

「
明
治
1
5
0
年
記
念

  

水
戸
徳
川
家
の
名
宝
展
」

企
画
展

「
葵
の
系
譜
」

「
刀　

K
A
T
A
N
A
」

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

敷島公園ばら園まつり徳川ミュージアム

場 所／茨城県水戸市見川1-1215-1
休館日／月曜日（ただし祝日の場合は開館）、年末年始

URL／http://www.tokugawa.gr.jp

◎
１
週
間
の
目
標
活
動
量
達
成（
毎
週
）

10
ポ
イ
ン
ト

◎
体
重
測
定（
毎
週
）５
ポ
イ
ン
ト

◎
検
診
の
受
診（
年
１
回
）50
ポ
イ
ン
ト

◎
体
重
の
適
正
化（
毎
月
）10
ポ
イ
ン
ト

【
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
や
特
典
は
】

　

１
年
間
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
翌

年
度
に
５
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
上
限
に
バ

ス
カ
ー
ド
や
図
書
カ
ー
ド
、
市
有
施
設

利
用
券
な
ど
と
交
換
で
き
ま
す（
※
事
業

参
加
か
ら
3
年
間
ま
で
）。
さ
ら
に
、
1

年
間
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
3
０
０
０

ポ
イ
ン
ト
を
超
え
た
場
合
は
、
飲
食
店

な
ど
で
使
え
る
割
引
券
が
も
ら
え
た
り
、

協
賛
企
業
提
供
物
品
が
も
ら
え
る
抽
選

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
１
年
間
で
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
を
交

【
助
成
の
内
容
、
条
件
】　

平
成
29
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
30
年
１

月
１
日
の
間
に
新
設
・
増
設
し
た
設
備

に
対
し
て
助
成

※
た
だ
し
、
1
台（
基
）あ
た
り
の
取
得
価

格
が
３
０
０
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象

【
申
請
方
法
】　

　

宇
都
宮
市
の「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

が
、
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

【
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は
】

　

運
動
や
健
診
の
受
診
な
ど
、
市
内
在

住
の
18
歳
以
上
の
人
が
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
貯

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
活
動
は
】

　

歩
く
、
自
転
車
に
乗
る
、
と
い
っ
た
活

動
や
体
重
の
記
録
、
健
診
の
受
診
な
ど

が
対
象
で
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
獲
得
の
例

◎
歩
く
、
自
転
車
に
乗
る（
毎
日
）１
～

９
ポ
イ
ン
ト（
歩
数
・
自
転
車
の
走
行

距
離
に
応
じ
て
）

◎
個
人
目
標
の
達
成（
毎
日
）３
ポ
イ
ン

ト

　

中
小
企
業
者
の
方
が
技
術
の
高
度
化
・

合
理
化
を
促
進
す
る
目
的
で
設
置
し
た

機
械
設
備
の
取
得
額
の
一
部
を
助
成
い
た

し
ま
す（
限
度
額
１
千
万
円
）。

【
対
象
業
種
】　

宇
都
宮
市
内
で
事
業
を

営
む
製
造
業
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
業
者
で
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
中
小
企
業
者

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
活
用
く
だ
さ
い
　
中
小
企
業
高
度
化
設
備
設
置
補
助
金

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、お
得
に
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
！ 

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト

敷島公園ばら園まつり
日時（予定）／平成30年5月19日（土）～6月10日（日）

場所／群馬県前橋市敷島町262
アクセス／前橋ICよりお車で約15分　料金／無料　駐車場／有り

問合せ／敷島公園 ばら園 ☎027-232-2891
前橋市公園管理事務所 ☎027-225-2116

店内には自転車本体だけでなくさまざまな商品も

換
で
き
る
の
は
来
年
度
か
ら
で
す
。

【
参
加
方
法
は
】

　

２
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
の
場
合

　

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
参
加

登
録
し
ま
す
。
ア
プ
リ
で
健
康
づ
く
り

の
活
動
の
記
録
や
管
理
が
で
き
、
自
動

的
に
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

②
活
動
記
録
票
で
の
場
合

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
保
健
所
健
康
増
進
課
ま
た
は
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、

健
康
増
進
課
か
ら
送
付
さ
れ
る
活
動
記

録
票
に
、
自
分
で
健
康
づ
く
り
活
動
を

記
録
し
、
定
期
的
に
健
康
増
進
課
ま
た

は
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
申
込
書
は
健
康

増
進
課
ま
た
は
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
・
受
付
し
て
い
る
ほ
か
、
宇
都

申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
市
商
工
振
興
課
へ
。

【
申
請
期
間
】　

５
月
１
日（
火
）
～
６
月
29
日（
金
）（
消

印
有
効
）

【
そ
の
他
】　

申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
規
模
に
よ
り
交
付
条
件

が
違
い
ま
す
。

第25回
け
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
て
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
シ
ュ
ー
ズ
や
バ
ッ
グ

な
ど
周
辺
商
品
も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
に
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
が
あ
り
、
大
き
な
大
会
も
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
メ
カ
ニッ
ク
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
運
営
を
お
手
伝
い

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
チ
ー
ム
の
ス
ポ
ン

サ
ー
に
も
な
って
い
ま
す
。

　

自
転
車
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
練
習
会
や

初
心
者
向
け
ラ
イ
ド
講
習
会
を
行
っ
た
り
し

て
、
自
転
車
の
楽
し
さ
を
地
域
に
根
付
か
せ

る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
店
の
強
み
は
、
お
客
さ
ま
と
直

接
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
の
対
面
販
売
が
で
き
る

こ
と
。
た
だ
売
る
の
で
は
な
く
、
お
客
さ
ま

に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
状
態
に
仕
上
げ
、
扱
い
方

の
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自

転
車
選
び
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

学
生
時
代
か
ら
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
が
好

き
で
、
ラ
ン
ド
ナ
ー
と
い
う
ツ
ー
リ
ン
グ
用
の

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
乗
って
い
ま
す
。

　

こ
の
店
を
開
い
た
の
は
１
９
９
９
年
の
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
技
術
者
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
か
ら
、言
って
み
れ
ば
「
脱
サ
ラ
」

で
す
ね
。
開
店
の
時
に
は
税
務
そ
の
他
で
宇

都
宮
商
工
会
議
所
に
は
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
も
労
働
保
険
事
務
委
託
な
ど

の
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
の
頃
は
シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
ママ
チ
ャ

リ
）
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
２
０
０
８
年

に
移
転
し
て
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
頃
に

は
、
現
在
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
が
中

心
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
方
向
け
に
シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
現
在
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

用
の
部
品
類
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
は
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
も
大
き
な
楽
し
み

で
す
。
た
だ
、
部
品
に
よ
っ
て

は
調
整
が
必
要
な
場
合
も
多

い
で
す
し
、
取
り
付
け
が
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私

ど
も
で
は
そ
の
方
に
合
っ
た
部

品
の
チ
ョ
イ
ス
か
ら
取
り
付

自
転
車
愛
好
家
の
オ
ア
シ
ス

「
じ
て
ん
し
ゃ
の
杜
」

㈲じてんしゃの杜  代表  池本秀紀さん

有限会社 じてんしゃの杜
代表  池本  秀紀

宇都宮市岩曽町１４８２
☎０２８-６８９-０１９５
5０２８-６８９-０８９５

https://jitensyanomori.com

問合せ
宇
都
宮
市
保
健
所
健
康
増
進
課

企
画
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
2
8

http://utsunom
iya-point.com

問合せ

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課　

商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
3
4

徳川ミュージアム

アプリは、
ここから

ダウンロード

アプリのトップ画面
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